
平成24年度　協働事業振返り調査票

協働事業の名称　課題発見Ⅰ探針解決を通したこどもの参画推進ワークシ］げ及びフォーラム開催事業

所属名（団体名）RLスクール

1事業の振返り
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1－1協働相手の選定（市） 協働相手を公募しましたか。公募しない場合 は、選定理由を明確にしましたか⊃ 劔迭�傚�eX7h8ﾈ5ｸ98/�ﾆ�,H��ﾈ�.�+X+ﾘ�"�

1－2協働相手の選定個胚等） この事業の協働相手として自分の団体はふさわ しい団体でしたか⊃ 劔釘�倡�,x.�,ﾈ齷zx/��8+y_ｸﾏﾉ�ｸ��詹d�*ｨ自'h+X+ﾘ�"�

2目的の共有 事業の目的・目標を共有しましたれ 劔釘��ﾘ��.��Xﾘx+�/��,ｸ��ｺItﾈ,X*ｸ+ﾘ�"�

3日的・目標の達成 事業の目的・目標は達成できましたか⊃ 劔釘�冦ｩ4�*ｩ$)�ﾈ,X*ｸ��鵁,�.冦ｩUx*ｨ,X*ｸ+ﾘ�"�

4事業実施中の意見や情報の交換 適宜、意見や情報の交換を行い、必要に応じ協 議事項の見直しを行うなど、柔軟に対応できま したかつ 劔釘�冕x,刋�xﾘ/�竧.���4ｸｵ員�>�,��陌�,X*ｸ+ﾒ�

総合コメント 

従前から、協働の取組みを行っていたが、今回の取組みを通し、今後の取り組みにつながる課題などを考えることができ 

た。 

2　協働の振返り

財貨＝≡・一衰転露薄毒■警・一拍毒手亨J、嘉・ �6ｸ6ﾘ�ｨ���

1－1協働の形態の選択㈲ 選択した協勘の形態倭諷共催、事業協力、支 援・補助）は適切でしたれ �2�当初は、お互いの立掛こついて、要所牢していない ところがあり．、多少の混乱があった。 

1－2協働の形態の選択（団体等） 自らの特性を活かせる連携方法でしたかつ 釘�地域とのつながりや手法を活かすことができた。 

2協働の意義の明確化 協働で実施する必要性やねらいを明確にしまし たかも 釘�多少の混乱はあったものの、打ち合わせを密に行 う事で明確にできた。 

3主体性暮自主性の尊重 お互いを理解し、尊重して事業を進めました か。 迭�双方で足りない部分などを補う事ができた。 

4　役割と責任の自覚 釘�明確であったが、当初はそれに縛られすぎてしま 

役割分担や責任の所在が明確でしたか。 凾､ことがあった。 

5協働の成果 協働ならではの成果はありましたか。また、副 次的な効果はありましたカも 虜飲物栗ノ会鼻が戦え会費闇の歳麦飯＝つ ながった靡な薬毒勤酬甥つ かった夢 釘�まちの中で子どもがいかに活躍すればよいかな ど、WSを通して新たな視点を獲得することがで き、今後、他の事業にもつなげることができる？ 

総合コメント 

協働の取組みにより、これまでの実施方法に加え新たな実施方法を考えることができ、今後の取組みに活かすことができ 

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、 

この振返りは、協働事業を行った双方が、協働事業への理解を深め、良好なノもートナーシップを構築することにより、

お互いに成長し、また、よりよい協働事業の発展につなげるために実施するものです。得点の高低や事業の優劣をつけ

るものではありませんので、率直な意見を記入してください。


